
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
、
学
校
で
は
、
開
校
以
来
継
続
し
て 

指
導
し
て
き
た
「
校
則
」
に
つ
い
て
、 

見
直
し
の
作
業
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
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校
長 

佐
藤 

浩 
 

新
宿
西
戸
山
中
学
校
で
は
、
来
年
度
創
立
十
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
九
年
間
、
現
在
の
校

則
に
基
づ
き
、
日
々
の
生
活
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
本
校
則
は
、
開
校
当
時
（
平
成
二
十
三
年
）
の

生
徒
の
実
態
や
学
校
の
教
育
目
標
等
を
踏
ま
え
、
当
時
の
教
職
員
が
十
分
に
検
討
し
、
定
め
た
も
の
で

あ
り
、
九
年
に
渡
り
本
校
則
に
基
づ
き
生
活
指
導
に
努
め
て
き
た
こ
と
で
、
生
徒
も
安
心
し
て
安
全
な

学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
こ
の
九
年
の
間
に
、
生
徒
の
実
態
や
社
会
に
お
け
る
校
則
の
考
え
方
、
保
護
者
の
皆

様
の
校
則
に
対
す
る
期
待
等
に
少
し
ず
つ
変
化
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
生
徒
か
ら
校
則
に
対

す
る
要
望
が
出
さ
れ
た
り
、
保
護
者
の
皆
様
か
ら
も
、
校
則
の
中
で
、
本
校
生
徒
の
実
態
や
社
会
の
情

勢
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
思
わ
れ
る
内
容
に
つ
い
て
、
御
指
摘
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
校
で
は
、
現
在
の
生
徒
の
実
態
、
生
徒
や
保
護
者
の
皆
様
の
要
望
、
そ 

し
て
、
社
会
の
情
勢
等
を
十
分
に
踏
ま
え
、
校
則
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
と
し
、
現
在
そ
の
作
業
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

す
で
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
運
営
委
員
の
皆
様
に
御
意
見
を
伺
っ
て
お
り
、
今
は
、
い
た
だ
い
た
要
望
を
踏
ま

え
て
検
討
し
て
い
る
最
中
で
す
。
ま
た
、
今
後
は
、
校
則
の
中
で
生
徒
が
学
校
生
活
を
送
る
際
に
大
き

く
関
わ
り
の
あ
る
内
容
の
一
部
に
つ
い
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
考
え
さ
せ
る
と
と
も
に
、
生
徒
同
士

で
じ
っ
く
り
と
検
討
さ
せ
た
上
で
、
最
終
的
な
判
断
を
下
し
、
決
定
し
た
い
と
考
え
て
も
い
ま
す
。
見

直
し
の
作
業
は
、
生
徒
が
検
討
す
る
内
容
を
除
き
、
年
度
末
（
三
月
末
）
ま
で
に
終
了
す
る
予
定
で
す
。 

 

令和２年２月 2 5 日 

新宿区立新宿西戸山中学校  

校 長  佐 藤  浩 

副校長  多久  知明 

 

 

 

令和２年２月21日（金）、本校ランチルームにて、第３回（最終回）令和２

年度新入生保護者説明会を開催しました。当日は、１１０名の多数の保護者の

方々が出席してくださいました。教員が本校の教育活動や生活指導、進路指導

等を説明した後に、生徒会役員が生徒会活動について紹介しました。 

生徒会役員の参加は、初めての試みでしたが、生徒会長のＡさん、副会長の

ＢさんとＣさんの３名が元気よく、しかも、分かりやすく日頃の生徒会活動の

様子について紹介してくれました。緊張しながらも臆することなく堂々と話す

生徒に頼もしさを感じました。紹介が終わった後には、会場の皆様から大きな

拍手を贈っていただきました。 

また、説明会終了後には、去る１月１９日の東京都中学校アンサンブルコン

テストで、「金賞」を受賞した吹奏楽部のサックス四重奏と打楽器五重奏の演奏

を披露させていただきました（前回の学校だより第 20 号で紹介しています。）。迫

力のある演奏に、会場から大きな拍手と歓声が沸きました。終了後、多数の保

護者の方々から「素晴らしかったです。」「いい学校ですね。」「入学が待ち遠し

くなりました。」と声をかけていただきました。 

新入生保護者説明会を開催しました 多数の方々が出席してくださいました 



 

 

 

に行ってきました 
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２年生 スキー移動教室でたくさんのことを学び、大きく成長して帰ってきました！ 

令和２年２月１２日（水）から１５日（土）まで、２年生がスキー移動教室で女神湖高原学園に行っ

てきました。３泊４日と長い期間でしたが、大きく体調を崩す生徒は一人もなく、スキー体験はもとよ

り、様々なレクリエーションの取組を充実させることができました。また、係活動など学園での生活に

おいて、皆がやるべきことをやり遂げ責任を果たすなど、充実した４日間を送ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第３日】２月１４日 

●スキー実習：スキー日和の天気でした。午前中は昨日の雨の影響を受けて

凍ったゲレンデを滑りました。同じゲレンデも雪質が異なると、全く違う

滑り方が求められることを身体で学ぶことができました。午後は、溶けて

重くなった雪のゲレンデを滑りました。生徒は雪質の変化に戸惑いながら

も違った感覚のスキーを楽しんでいました。残念ながら、けがのためにス

キーができなかった生徒も、ゴンドラで山頂まで上がり、雪像づくりを目

一杯楽しむことができました。 

●レクリエーション：百人一首大会を行いました。私自身、およそ３０年ぶ

りに取り組んだ百人一首でした。久しぶりに日本の伝統文化に触れること

ができ、その楽しさ、奥深さを実感しました。ありがとうございました。 

【第１日】２月１２日 

●入園式：実行委員長のＤさんが、やる気溢れる力強いあいさつをしてくれまし

た。いよいよ、スキー移動教室のスタートです。 

＜Ｄさんのあいさつ＞ 

「スローガンの『仲間を知る』をもとに、今日から４日間、宿舎生活やレクリエ

ーションを通して仲間との絆を深めていきましょう。また、私たちのスキー教

室の成功のために学園のたくさんの方々が支えてくださいます。常に感謝の気

持ちを持ちながら生活していきましょう。最後に、このスキー教室を実りある

楽しい行事にしていきましょう。」 

●スキー実習：快晴で温かいという最高の天気の中、スキー体験ができました。

生徒の大半が初体験でしたが、怖がることもなく楽しそうに滑っていました。 

●レクリエーション：クラス対抗の雪合戦を行いました。初体験の生徒が多く、

よほど楽しかったのか、寒さを忘れて夢中になって雪を投げ合っていました。

その後の自由時間では、雪だるま作り、雪のかけ合いなどを楽しんでいました。 

【第２日】２月１３日 

●スキー実習：朝から大雨の天気でした。午前中の開始後１時間は雨の中での実習

となりました。１時間ほどで天気は晴れに急変し、スキー日和の最高の天気にな

りました。天気が変わった直後に、スキー場にかかるとてもきれいな虹を見るこ

とができました。地元の方々もこの季節に虹を見たことはないとのことで、貴重

な経験となりました。午後は、快晴の中じっくりと集中して練習に取り組みまし

た。スキーが初めてという生徒も目まぐるしい早さで上達しました。生徒の吸収

力にびっくりするばかりです。 

●レクリエーション：きもだめし大会を行いました。レク係が様々な工夫を凝らし

て、本格的なきもだめしを企画・運営してくれました。事前準備が大変だったと

思います。ありがとうございました。お疲れさまでした。 

Ｅさんのあいさつの通り、２年生全員がこのスキー移動教室を通して、様々

な経験を積み成長することができました。３か月後には、いよいよ修学旅行で

す。中学校での最後の宿泊行事になります。今回のスキー移動教室での成長を

糧に、益々躍進してくれることを期待しています。 

【第４日】２月１５日 

●閉校式：実行委員のＥさんがまとめのあいさつをしました。「スキーがとても楽

しかったです。スキーが滑れるようになったと実感できました。そして、学園で

の生活を通して友達の良さをたくさん見つけることができました。」と満足した

表情で充実したスキー移動教室の様子を話し、まとめてくれました。 


